
 

船舶事故等調査報告書 

平成２５年２月２８日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１２横第１３３号 

事故等種類 運航不能（機関損傷） 

発生日時 平成２４年８月７日（火） １６時００分ごろ 

発生場所 千葉県いすみ市太東埼東北東方沖 

 太東埼灯台から真方位０７３°１.０海里付近 

 （概位 北緯３５°１９.０′ 東経１４０°２６.０′） 

事故等調査の経過  平成２４年８月９日、本インシデントの調査を担当する主管調査官

（横浜事務所）を指名した。  

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

水上オートバイ Ｂ－Ⅱ、５トン未満 

 ２３２－２８９６２千葉、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、二級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

 死傷者等 なし 

 損傷 なし 

 事故等の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、平成２４年８月７日１２時００分

ごろいすみ市所在のマリーナを出発して１３時００分ごろいすみ市太

東海岸に到着した。 

本船は、遊走を行おうとしたところ、主機の増速状況が悪くなった

ので、船長が、主機の発停を繰り返し、その後、バッテリーを取り替

えたところ正常な状態に復帰したため、１５時００分ごろマリーナへ

戻ることとした。 

本船は、太東埼東北東方沖を南進中、１６時００分ごろ主機が停止

し、船長が、再度、主機を点検して始動を試みたが始動しなかった。 

船長は、海上保安庁へ救助を要請し、来援した巡視艇にえい
．．

航され

ていすみ市大原漁港に入港した。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南南西、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏 

 その他の事項 

 

 本船の主機は、２ストローク２シリンダのガソリン機関であり、燃

料を霧状にして空気と混合させる装置とし、キャブレターが２個取り

付けられていた。 

船長は、本インシデントの２日前に本船を中古で購入し、購入から

本インシデント発生までの運転時間は約７時間であった。 

本船は、本インシデント後、点検したところ、キャブレター２個の

うちの１個が、主機本体から外れかかっていた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 

なし 



 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

あり 

なし 

 本船は、太東埼東北東方沖を南進中、主機のキャブレター２個のう

ちの１個が外れかかったことから、１シリンダが不作動となって主機

が停止し、運航不能になったものと考えられるが、キャブレターが外

れかかった要因に関しては、船長が本船を購入して間がなく、購入以

前の整備状況が不明であることから、明らかにすることはできなかっ

た。 

原因  本インシデントは、本船が太東埼東北東方沖を南進中、主機のキャ

ブレター２個のうちの１個が外れかかったため、１シリンダが不作動

となって主機が停止したことにより発生したものと考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・中古で水上オートバイを購入し、購入以前の整備状況が不明な場

合は、主機等の点検整備を入念に行うこと。 

 




